
小学校の英語教育と教育DXの
フロンティアになることが使命
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滋賀県出身。2016年3月教育学部初等教育コース初等教科専攻英語専修※卒業。同年4月彦根市立城西
小学校着任、2020年4月彦根市立城南小学校着任。新任時代から海外の交流先との交渉や英語の指導
方法の策定に携わる。現在は教育DXに注力し、ITや教育関連の企業のアンバサダーなども務める。学生
時代、共にバスケットボール部の活動に打ち込んだ親友と、同じ小学校で教員として机を並べている。田鍋 敏寿さん

た 　な  べ と  し   ひ  さ  

彦根市立城南小学校

芦谷 道子　Ashitani Michiko
教育学部教授。博士（医学）。研究分野は臨床心理学。2007年に滋賀大学に着任し、
2018年より現職。公認心理師、臨床心理士として、心理的問題を抱える子どもた
ちやその保護者の心理療法にも携わっている。

Q.

Q.

なぜ、心理学の分野に進んだのですか？

専門の臨床心理学について教えてください。

先生がいま、夢中なこと

心理学は目には見えない心を理解するために、一般的な人の傾向や、心
の動き、行動を、データをもとに科学的に追究していく学問です。その中
でも臨床心理学は、心理的な困難を抱える目の前の一人ひとりに対して、
具体的に有効な心理支援を探究する学問となります。私は、心身症をもつ
子どもたちへの心身両面へのアプローチを専門に研究しており、その中で、
箱庭や描画、夢などのイメージを扱う心理療法、遊戯療法を行っています。
悩みや困難を成長へのチャンスと捉えており、心の世界の不思議と深さに
魅せられる日々です。
今はマインドフルネスについて研究分野を広げています。マインドフルネス
は簡単に言うと注意集中トレーニングですが、心の問題の改善や、健康増
進に役立つとされています。例えば、国語や数学などは学校で学びますが、
心の使い方を学ぶ機会はあまりありません。英国教育組織と協働し、心の
上手な使い方を子どもたちに教える心の教育にも取り組んでいます。

人の心の不思議・謎に関心があり、人間を知りたい・人間を追究したいと
いう強い思いから、大阪大学人間科学部に入学しました。今、専門として
いる臨床心理の道に当時進むことは考えていませんでしたが、恩師に出会
い、特に深層心理学系の学びを進めていく中で魅力を感じ、心理学の世界
に一気に引き込まれました。

臨床心理学やマインドフルネスで
子どもたちの問題支援や心の教育を

活躍する研究者たち活躍する研究者たち Researcher‘s File

マインドフルネスから派生してヨガや、アーユルヴェーダというインド医学にもとて
も関心があります。趣味はピアノや編み物。自分の内にたまったものを外に出して
くれるように思えるので、自分の中で趣味は大事なものだと感じています。

●この取材は、「学生広報サポートチーム」が担当しました。詳細はP2をご確認ください。

すい環境を整えようという思いを抱く教
員が集まり、議論や情報交換を行うこと
で、豊かな教育活動に還元できればと思
います。 

滋賀大学教育学部に入学してよかったと
思います。学修や採用試験対策の手厚さ、
実績の高さから「先生になるなら滋賀大
学」とよく言われますが、教壇に立って改
めてその評価と信頼を感じました。卒業
生としては、教育学部の皆さんに実際の
授業を見て、「先生の仕事は楽しそう」と
思ってもらいたいですし、教員の交流の
場づくりでは、今後は滋賀大学の卒業生
とも連携して、教育現場を盛り上げてい
きたいです。また、生まれ育った滋賀県
の教育レベルをさらに高めることも目標
です。

両親が小学校教員で、物心ついた時から
先生になりたいと考えていました。中学
時代の英語の先生の教え方がすばらし
く、影響を受けたことから、滋賀大学に入
学した後も、迷わず中学校の英語教員を
志望。ところが、小学校教員を薦められま
した。私のパーソナリティが小学校教員
に向いていること、加えて初等教科専攻
英語専修新設のタイミングということで
「1期生として大学の新たなコース、そして
小学校の英語教育を切り拓いてほしい」
と、現在は退任された岩上はる子先生か
らの言葉に喜びと誇りを感じて、小学校
の教員に目標を変更しました。
在学中は実習授業と並行して、言語学の
研究に取り組みました。英語を文法の理
論から分析していくのですが、謎解きゲー
ムのようで興味深かったです。小学校で
英文法の指導はしませんが、卒業論文の
発表会に向けて難解な理論をかみ砕き、
誰もが理解できるよう説明する経験を
積んだことが、授業を計画していくうえで
役に立っています。

現在、力を入れていることはICTを活用し
た授業です。一例としては、英語で世界の
国を紹介する動画を撮影し、SNSで発信
しました。動画を見直すことで、子どもた
ちは撮影方法や英語表現を検討するな
ど積極的に取り組んでいます。私はICT
教育を先導するマイクロソフト認定教育
イノベーターとして活動していることも
あり、海外の中学校とオンライン交流会
も行いました。子どもたちにとってはリア
ルに英語を話す貴重な経験となり、ICＴ
と外国語教育の親和性と効果の高さに
手応えを感じています。
このほか、教員同士の交流の場づくりに
も取り組んでいます。子どもの成長、笑顔
は何物にも代えがたい喜びで「先生になっ
てよかった」と実感します。だからこそ、
もっと良い授業をつくろう、もっと働きや

ICTを活用した授業と
教員同士での学びに注力

滋賀大への信頼を実感
今後もよりよい教育を

先生の言葉をきっかけに
小学校教員の道へ

前田 倖汰　
経済学部　
済美高校（岐阜県） 出身

石川 美音　
経済学部　
西大和学園高校（奈良県） 出身

佐山 結香　
教育学部　
石山高校（滋賀県） 出身

芦谷先生のお話の中で、「マインドフルネスがネガ
ティブな感情に向き合う方法として重要である」
ということが印象的でした。さらにマインドフル
ネスの実践がどのように心の健康に寄与するの
かも考えさせられ、今後の教育におけるその活
用法について非常に興味を持ちました。先生の
実践やその取り組みに触れる中で、心の健康を
支えるための具体的な方法や理念について多く
の教えをいただき、自分自身の視野を広げること
ができました。

取材を終えて

芦谷先生が作・監
修した絵本（左）や、
刊行に携わったマ
インドフルネスに
関する書籍

※専攻名称は卒業当時。
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